明和町における防災総合マップと現状に関する報告書

防災総合マップ
　住民に防災に対する危機感を持たせるため、過大な条件のもと国土交通省の資料により作成されたもの。想定した条件とは次のとおり。
【最大規模被害想定】
　利根川流域全域で1/1,000年確率の雨量が72時間降り続き（総雨量：伊勢崎市八斗島上流に491mm）、一級河川の堤防が決壊した場合に想定される浸水水位。
[bookmark: _Hlk44662351]明和町において明治の大洪水（約110年前）以降目立った水害は起こっていない。

利根川整備計画（令和2年改訂）の概要
利根川が決壊した場合、首都圏に甚大な被害が想定されるため、国内で唯一の大臣直轄管理の河川であり、設計も1/200年確率となっている。（他の主要河川は1/100年）
この計画は1947年のカスリーン台風（観測史上最大雨量を記録し、伊勢崎八斗島で越流、加須市栗橋で決壊し、江戸川沿いに流下。東京都に甚大な被害をもたらした。）の被害を受け策定されたものであり、以降流域の都市化による流量増など見直しを随時行っている。
治水に関しては、伊勢崎市八斗島の水量を1/200年（21,200㎥/ｓ）またはカスリーン台風時の水量（22,000㎥/ｓ）に備えるため上流にダムを建設（利根川8ダム）することにより全体の4,500㎥/ｓの水量を調整し、堤防及び河床の掘削により17,500を調整している。この後八ッ場ダムも建設され、更に治水効果は上がっている。

整備計画から推計する川俣（最寄り観測地点）での現状での災害発生の可能性
[bookmark: _Hlk44674522]・1/1,000年確率の利根川流量推計　川俣　32,412㎥/s
[bookmark: _Hlk44666580][bookmark: _Hlk44667176]　　a　21,200㎥/s+1,000㎥/s＝22,200㎥/s
 (八斗島1/200年+八斗島・川俣間の河川流入量1,000㎥/s)
b　491mm／336mm＝1.46(雨量比率　1,000年確率／200年確率)
　　　ｃ　22,200㎥/s×1.46＝32,412㎥/s（川俣での必要流量）

・現行推定能力　川俣　32,705㎥/s（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ現行能力　川俣　27,600㎥/s（合計）
計画水量　川俣18,500㎥/s　八斗島17,500㎥/s
[bookmark: _Hlk44664696]ダム調整　川俣  4,500㎥/s　八斗島 4,500㎥/s(８ダム)
マージン　川俣  4,600㎥/ｓ 八斗島 4,400㎥/s(設計基準による安全マージン0.2)
Ｂ八ッ場ダム推計（実績から）　2,605㎥/s（c+d）
[bookmark: _Hlk44668028][bookmark: _Hlk44668546]a実績調整量　2,500㎥/s－4㎥/s＝2,496㎥/s（流入量－流出量）
b流入量補正　65,000,000㎥／75,000,000㎥＝0.87（治水計画量／実績）
[bookmark: _Hlk44668553][bookmark: _Hlk44668805]c推計計画量　2,496㎥/s×0.87＝2,171㎥/s（a×b）
[bookmark: _GoBack]dマージン　2,171㎥/s ×0.2＝434㎥/s(設計基準による安全マージン0.2)

Ｃ渡良瀬遊水地の推測　2,500㎥/s
[bookmark: _Hlk44674255]川俣における流速については設計上4ｍ/ｓ弱となっているが、2019年台風19号時の計画水位付近時達した状況で流速が5ｍ/ｓ近くとなっていた。その後も川俣では計画水位付近で水位が安定し、明和町において水害の被害が発生しなかった。川俣の横断断面は約5,000㎡であり、河床や側壁の抵抗を考慮しても3,000㎥/ｓの増分が流れていたものと推測できる。
このときには、渡良瀬遊水地に利根川から流入しており、これにより下流の流速増加により上流の川俣付近の流速が上昇したものと考えられる。
このことから、明和町近辺における渡良瀬遊水地の影響は最低でも2,500㎥/ｓを見込むことができる。
なお、利根川から渡良瀬遊水地への流入（逆流）に関しては、台風など雨量が多いときにしばしば見受けられるが、渡良瀬川周辺への影響があるため、国土交通省において公表はされていない。

明和町としての見解
カスリーン台風時には1/200年確率以上の雨量を記録したが、明和町において被害はなく、その後利根川上流にダムが建設され、渡良瀬遊水地の堤防2ｍ嵩上げがされた。このことから、前記の理由により現時点で利根川が決壊し水害が起こる可能性はない。
[bookmark: _Hlk44675591]なお、過去において渡良瀬川や谷田川による明和町で被害は確認されていないが、利根川ほどの整備はされていないため、造成により1ｍ程度の盛土をすることにより、防災上の浸水深度約50cmに対応する。


